
年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

２
学
期

○

○ ○

定期考査

6

○

○ 10

E 単元　衣生活をつくる
【知識及び技能】衣生活の充実・向上のための基礎的・基本
的な知識を身につけ，被服のＴＰＯをわきまえている。
・被服の多様化に対して，自分らしい衣生活を維持・向上し
ていくことができる。
【思考力、判断力、表現力等】・被服の選択に関する基礎
的・基本的な知識をもとに，衣生活の向上・充実に取り組む
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】日本の衣生活が，近年，どの
ような変遷をたどって現代に至っているか，特に洋風化・既

製服化を理解するために意欲的に取り組んでいる。

・指導事項
ア　人の一生と被服
イ　衣服材料と管理
ウ　これからの衣生活
　
・教材

【知識及び技能】被服材料について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】持続可能な社会を目指して主
体的に行動できるよう，安全で安心な生活と消費について問
題を見いだして解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察
したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し，よりよ
い社会の構築に向けて，衣生活と健康について，課題の解決
に主体的に取り組んだり，改善したりして，自分や家庭，地

域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

○ ○ 10

8

【知識・技能】高齢者を取り巻く社会環境について理解して
いる。
　【思考・判断・表現】・高齢者の自立生活を支えるため
に，家族や地域及び社会の果たす役割の重要性について問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・
改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するな
どして課題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し，より
よい社会の構築に向けて，高齢期の生活と福祉について，課
題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりし
て，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地
域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

【知識及び技能】人の一生について，自己と他者，社会との
関わりから様々な生き方があることを理解してる。
【思考力、判断力、表現力等】持続可能な社会を目指して主
体的に行動できるよう，安全で安心な生活と消費について問
題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付け
ている。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し，よりよ
い社会の構築に向けて，生活における経済の計画について，
課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したり
して，実践しようとしている。
・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，消費
行動と意思決定について，課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践

しようとしている。

・指導事項
ア　私たちのくらしと経済
イ　消費問題を考える
ウ　持続可能な社会を目指して

・教材

H 単元　経済生活をつくる
【知識及び技能】政府・企業・家計の間の経済
的なかかわり，およびそれぞれの役割を理解
し，家庭経済および国民経済に関する基本的な
しくみについて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】中期・長期の観
点から生活設計を立案するために思考し，判断
できる。
【学びに向かう力、人間性等】自分の将来につ
いて関心を持ち，その充実・向上をめざして生
活設計・経済設計を実践する態度を身につけて

いる。

○ ○

B 単元　次世代をはぐくむ
【知識及び技能】生まれてくる新しい命は，家
族の一員としてだけでなく，社会の一員として
もかけがえのない存在であることを理解するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】子どもを生み育
てることの意義について理解し，子育てにおい
て何が大切であるかを判断できること。
【学びに向かう力、人間性等】子育てに関心を
持ち，冷静･的確に対処できる態度が身につい

ている。

・指導事項
ア 　子どもの発達
イ 　子どもの生活
ウ　子育て支援と福祉

・教材　プリント

【知識・技能】生涯発達の視点で青年期の課題を理解してい
る。
【思考・判断・表現】子供の健やかな発達のために親や家族
及び地域や社会の果たす役割の重要性について問題を見いだ
して課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し，より
よい社会の構築に向けて，子供の生活と保育について，課題
の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりし
て，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地
域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。

C 単元　生涯
【知識及び技能】生涯を見通して高齢期を捉え
ることができるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】高齢化が進んで
いる実態を把握し，その原因と課題を探るとと
もに，やがて訪れる高齢社会のあるべき姿を思
考・判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】　｢だれでもや
がて歳をとる｣という視点から，高齢化を自分
自身の問題としてとらえ，意欲的に取り組む態
度が見られる。

・指導事項
ア　高齢化社会を生きる
イ　人生の中で高齢期をとらえる
ウ　高齢化社会を支える
エ　充実した高齢期へ

・教材　プリント

（C組：） （D組：）

家庭 家庭基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

家庭基礎 持続可能な未来をつくる　第一学習社

家庭

 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活の課題を解決す
る力を養う。

 様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家
庭，地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わり
について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境など家庭と社会との関わりについて理解を深め，
家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，
それらに係る技能を身に付けるようにする。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向
けて，地域社会に参画しようとするとともに，
自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうと
する実践的な態度を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 家庭基礎

人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費
生活・環境などについて，生活を主体的に営む
ために必要な基礎的な知識と，それらに係る技
能を身に付けている。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して
課題を解決する力を身に付けている。

○ ○ ○ 9

配当
時数

１
学
期

A これからの生き方と家族
【知識及び技能】青年期に見られる体と心の特
徴をとらえ，本当の意味で｢自立とは何か｣につ
いての知識を持っている。
【思考力、判断力、表現力等】日常のさまざま
な出来事に課題意識を持ち，男女平等の立場か
ら問題解決をはかるための対応ができる。
【学びに向かう力、人間性等】多様な人のワー
ク・ライフ・バランスを維持できる環境につい
て考え，社会を変化させていく意欲が見られ

る。

・指導事項
ア　生涯の生活設計
イ　家族家庭と社会とのかかわり

・教材　プリント

【知識・技能】・家族・家庭の機能と家族関係について理解
を深めている。
【思考・判断・表現】男女が協力して，家族の一員としての
役割を果たし家庭を築くことの重要性について問題を見いだ
して課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し，より
よい社会の構築に向けて，青年期の自立と家族・家庭につい
て，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善し
たりして，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家
庭，地域の生活の充実向上を図るために実践しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

ア　人の一生と住まい
イ　住生活の計画と選択

【知識及び技能】ライフステージに応じた住生活の特徴につ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】住居と地域社会との関わりに
ついて問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，考
察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】様々な人々と協働し，よりよ
い社会の構築に向けて，住生活と住環境について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地
域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生

活の充実向上を図るために実践しようとしている。

F 単元　住生活をつくる
【知識及び技能】住まいの機能を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】快適な住空間づくりについ
て，自分なりの課題を見つけ，その解決のために取り組む。
【学びに向かう力、人間性等】ついて関心が高く，その対策

を講じることに意欲をもつ。

（A組:） （B組：）
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1定期考査 ○

定期考査 ○ 1

G　単元　食生活をつくる
【知識及び技能】家庭生活での食事の意義や役
割を理解し，その充実・向上のために必要な基
礎的・基本的知識を身につけること。
【思考力、判断力、表現力等】私たちの体をつ
くる「栄養素」と活動に必要な「エネルギー」
との違いを考察し，食品の摂取にあたってはい
ずれも重要であることを認識すること。
【学びに向かう力、人間性等】自分で献立作
成・調理ができること，それを家族や知人のた
めに役立てることに関心を持ち，意欲的に取り

組むこと。

・指導事項
ア　人の一生と食事
イ　栄養と食品
ウ　食生活の安全のために
エ　食生活をデザインする
・教材

【知識及び技能】ライフステージに応じた栄養の特徴につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】健康や環境に配慮した食生活
について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】・様々な人々と協働し，より
よい社会の構築に向けて，食生活と健康について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地
域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生

活の充実向上を図るために実践しようとしている。

　

○ ○ ○ 16


